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１   教科目標の達成及び教材の構成・配列等  

 〔観点１〕  学習指導要領に示された教科の目標を達成するために、構成・配列等につ

いて、どのような工夫が見られるか。  

発 行 者 概     評 

２  東  書  

(1) 理科の目標を達成するために、「探究をレベルアップ」を設定

し、問題解決の力を重点的に育成することができるようにすると

ともに、章ごとに「Before & After」で学習前後の自分の考えを

記録することで、変容を知る機会をつくるなど、生徒が見通しを

もって学習に取り組み、振り返りができるような構成・配列等の

工夫が見られる。  

４  大 日 本  

(1) 理科の目標を達成するために、単元の導入では「これまでに学

習したこと」「これから学習すること」を設定し、学習の系統性

や学習の流れを分かりやすく提示するとともに、単元末では「探

究活動」で、その単元で学習したことを活用して探究的に課題を

解決することを通して、問題解決の力を育成することができるよ

うな構成・配列等の工夫が見られる。  

11 学  図  

(1) 理科の目標を達成するために、単元の導入では「Can-Do List」

を設定し、生徒自身がこの章で身に付けなければならない力や内

容を意識できるようにするとともに、章末では「何ができるよう

になったか」を設定し、導入場面の自分と比較させ、どのような

力が身に付いたかを生徒自身で振り返ることができるような構

成・配列等の工夫が見られる。  

17 教  出  

(1) 理科の目標を達成するために、単元の導入では「学んでいくこ

と」で、学習の流れを意識できるようにし、問題解決の場面では

「思い出そう」で、学習の系統を意識しながら、既習内容を生か

した学習ができるようにするとともに、単元末では「疑問から探

究してみよう」で、問題解決の力を重点的に育成できるような構

成・配列等の工夫が見られる。  

61 啓 林 館  

(1) 理科の目標を達成するために、単元の導入では「学ぶ前にトラ

イ！」で身のまわりの疑問について考えさせることで、生徒に単

元の見通しをもたせるとともに、課題の把握から解決までの探究

の流れの各段階が、１つの流れとして図や写真とともに視覚的に

分かるように示されており、生徒が探究を意識して取り組めるよ

うな構成・配列等の工夫が見られる。  

 

 

 

理－１－   



２ 内容や指導の充実  

〔観点２〕  主体的・対話的で深い学びを通して、目指すべき資質・能力を確実に身

に付けさせるために、どのような工夫が見られるか。  

発 行 者  概         評  

２ 東 書  

(1) 生徒が理科の見方･考え方を働かせながら問題を科学的に

解決できるように、各節の導入の「レッツ  スタート！」にお

いて生徒が自ら気付きを得たり、対話を促したりするように

示している。また、「科学のミカタ」を設定し、生徒に見方・

考え方を具体的に示すなど、学びを深める工夫が見られる。  

(2) 生きて働く「知識・技能」を習得させるために、節の最後に、

日常生活や社会と結びつけたり、新たな問題を見出したりで

きるように「学びをいかして考えよう」を設定するとともに、

章の最後には「学んだことをつなげよう」で、学んだ内容をつ

なげて解決する課題を設定するなどの工夫が見られる。  

(3) 未知への状況にも対応できる「思考力・判断力・表現力等」

を育成するために、「課題に対する結論を表現しよう」では、

生徒が自分の言葉で結論をまとめる場面を設定するととも

に、それに対応した結論の例を章末に示し、確認できるなどの

工夫が見られる。  

４ 大日本  

(1) 生徒が理科の見方・考え方を働かせながら問題を科学的に

解決できるように、探究の各過程で、キャラクターが必要とな

る考え方を示す工夫が見られる。また、観察・実験の見出しに

着目点として理科の見方・考え方を示し、生徒に解決の見通し

をもたせる工夫が見られる。  

(2) 生きて働く「知識・技能」を習得させるために、「くらしの

中の理科」や「つながる」で、理科の学習内容が日常生活で活

用 さ れ て い る 事 例 や 他 教 科 と の 関 連 を 示 す と と も に 、

「Science Press」「Professional」などを多数掲載し、学び

を広げるなどの工夫が見られる。  

(3) 未知への状況にも対応できる「思考力・判断力・表現力等」

を育成するために、探究の各過程をマークで示し、各学年で重

視する過程は強調するとともに、考察の段階では、考える視点

を提示した「結果から考えよう」を設けるなど、考察する力を

高める工夫が見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

理－２－   



 

11 学 図  

(1) 生徒が理科の見方・考え方を働かせながら問題を科学的に

解決できるように、単元の導入で「課題」と解決につながる「見

方・考え方」を示している。また、探究活動の各項目が、マー

クを用いて示され、特に中心となる項目は強調するなど、主体

的・対話的で深い学びを実現するための工夫が見られる。  

(2) 生きて働く「知識・技能」を習得させるために、単元を通し

て学んだことを「やってみよう」で生徒が自ら探究できるよう

にするとともに、単元末に「学びを日常にいかしたら」を設定

し、学習内容について、日常を題材にした問題を通して確認す

るなどの工夫が見られる。  

(3) 未知への状況にも対応できる「思考力・判断力・表現力等」

を育成するために、探究の過程を重視した学習過程について

複数のページを使って説明するとともに、観察･実験の明確な

結果例や考察の視点を例示するなど、生徒自身が結果を分析・

解釈するための工夫が見られる。  

17 教 出  

(1) 生徒が理科の見方・考え方を働かせながら問題を科学的に

解決できるように、事物や現象に対して生じた疑問をもとに

探究する課題を設定する場面を位置付けている。また、探究の

場面毎に問題解決の支援として生徒キャラクターにより、見

方・考え方を示す工夫が見られる。  

(2) 生きて働く「知識・技能」を習得させるために、「ハローサ

イエンス」で学習内容が日常生活や社会で活用されている具

体例を示したり、「活用しよう」で学習したことをもとに活用

して考える課題を提示し、説明させたりする場面を設けるな

どの工夫が見られる。  

(3) 未知への状況にも対応できる「思考力・判断力・表現力等」

を育成するために、観察・実験の前後で、「考えよう」「話し

合おう」「活用しよう」を設定するとともに、キャラクターの

意見を参考にしながら自分の考えをまとめたり、話し合った

りする場面を設定するなどの工夫が見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理－３－   



 

61 啓林館  

(1) 生徒が理科の見方・考え方を働かせながら問題を科学的に

解決できるように、図表や写真、マークなどで仮説や計画など

の学習活動における視点を示している。また、生徒が根拠をも

って対話をする場面などで、生徒キャラクターの吹き出しに

見方・考え方のヒントを例示するなどの工夫が見られる。  

(2) 生きて働く「知識・技能」を習得させるために、「みんなで

探Ｑクラブ」や「みんなで解決」で、習得した知識・技能を活

用して身近な疑問を探究する場面を設けたり、「力だめし」で、

日常生活の場面における問題等を考えさせたりするなどの工

夫が見られる。  

(3) 未知への状況にも対応できる「思考力・判断力・表現力等」

を育成するために、各単元に「探Ｑ実験・実習」を設けるとと

もに、対応する巻末冊子の「探Ｑシート」を活用することで、

主体的・対話的に観察・実験の計画を立てたり、結果を整理し、

分析・解釈したりできるようにするなどの工夫が見られる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理－４－   



３ 利便性の向上  

 〔観点３〕 学習効果や使用上の利便性を高めるとともに生徒にとって分かりやすいと

いう視点から、どのような工夫が見られるか。  

発 行 者 概     評 

２  東  書  

(1) 学習効果や使用上の利便性を高めるために、大きさをＡ４スリ

ム判にし、観察・実験の手順を大きく縦にならべることで、手順

や操作上の注意事項を明確で分かりやすくするなど、生徒が安全

に観察・実験を実施できる工夫が見られる。  

４  大 日 本  

(1) 学習効果や使用上の利便性を高めるために、単元の導入で、興

味・関心を高められるような大きな写真を提示したり、学習問題

につながる疑問や気付きなどがもてるように、生徒キャラクター

が考えるヒントを提示したりするなどの工夫が見られる。  

11 学  図  

(1) 学習効果や使用上の利便性を高めるために、どの章においても

観察・実験を探究活動として扱い、生徒の自発的な疑問からスタ

ートする学習活動を繰り返し行うことで、科学的に探究する力を

身に付けさせるなどの工夫が見られる。  

17 教  出  

(1) 学習効果や使用上の利便性を高めるために、「課題」の枠内を

赤色で塗りつぶして強調することにより、学習の目的を明確に

し、対応する「結論」も同じ枠で囲むことにより、生徒が何を学

習したのか確認しやすくするなどの工夫が見られる。  

61 啓 林 館  

(1) 学習効果や使用上の利便性を高めるために、単元扉や章扉に大

きな写真や図を配置したり、動画につながるＱＲコードを掲載し

たりして、生徒の学習内容への興味・関心や理解を高め、新たな

気付きや疑問などをもちやすくするなどの工夫が見られる。  

 

 

 

理―５―  



理－６－ 

４   地域の願いや思い、生徒の実態等  

 〔観点４〕 家庭や地域と連携した学習の推進とともに、生徒の確実な基礎・基本の定

着という視点から、どのような工夫が見られるか。  

発 行 者 概     評 

２  東  書  

(1)  地 域 と 関 連 し た 学 習 内 容 と し て 、 学 校 や 周 辺 地 域 で

の 観 察 方 法 を 掲 載 し 、 体 験 活 動 を 促 す こ と に よ っ て 地

域 の 自 然 や 環 境 に 興 味 を も っ て 学 習 を 進 め る た め の 工

夫 が 見 ら れる 。  

(2)  生 徒 の 確 実 な 基 礎・基 本の 定 着 の た め に 、「例 題・考

え 方・練 習・確 認 」を 設 定 し 、つ ま ず き や す い 箇 所の 考

え 方 の 筋 道 を 示 す こ と で 習 熟 が 図 ら れ る よ う に 工 夫 さ

れ て い る 。  

４  大 日 本  

(1)  地 域 と 関 連 し た 学 習 内 容 と し て 、 校 外 の 施 設 の 利 用

に つ い て 掲 載 し 、 地 域 に あ る 施 設 を 活 用 す る こ と に よ

っ て 地 域 の 自 然 や 環 境 に 興 味 を も っ て 学 習 を 進 め る た

め の 工 夫 が見 ら れ る 。  

(2)  生 徒 の 確 実 な 基 礎 ・ 基 本 の 定 着 の た め に 、 単 元 末 に

学 習 内 容 の ま と め と し て 読 解 力 問 題 を 設 定 し 学 習 内 容

を 振 り 返 る こ と が で き る よ う に す る こ と で 習 熟 が 図 ら

れ る よ う に工 夫 さ れ て い る 。  

11 学  図  

(1)  地 域 と 関 連 し た 学 習 内 容 と し て 、 様 々 な 地 域 や 環 境

の 写 真 を 取 り 扱 い 、 身 の ま わ り の 環 境 を 想 起 さ せ る こ

と に よ っ て 地 域 の 自 然 や 環 境 に 興 味 を も っ て 学 習 を 進

め る た め の工 夫 が 見 ら れ る 。  

(2)  生 徒 の 確 実 な 基 礎・基 本の 定 着 の た め に 、「探 究 」を

設 定 し て 知 識 や 技 能 な ど を わ か り や す く 解 説 し 、 知 識

を 活 用 す る 場 面 を 設 け る こ と で 習 熟 が 図 ら れ る よ う に

工 夫 さ れ てい る 。  

17 教  出  

(1)  地 域 と 関 連 し た 学 習 内 容 と し て 、 様 々 な 自 然 現 象 や

自 然 変 化 の 写 真 を 取 り 扱 い 、 身 近 な 環 境 を 想 起 さ せ る

こ と に よ っ て 地 域 の 自 然 や 環 境 に 興 味 を も っ て 学 習 を

進 め る た めの 工 夫 が 見 ら れ る 。  

(2)  生 徒 の 確 実 な 基 礎 ・ 基 本 の 定 着 の た め に 、 単 元 ご と

の「 要 点 を チ ェ ッ ク 」を 設 定 し 、自 ら 復 習 す る こ とで 学

習 内 容 を 振 り 返 り な が ら 習 熟 が 図 ら れ る よ う に 工 夫 さ

れ て い る 。  



理－７－ 

61 啓 林 館  

(1)  地 域 と 関 連 し た 学 習 内 容と し て 、「災 害 減 災 ラ ボ 」で

自 然 災 害 の 仕 組 み や 影 響 を 取 り 扱 い 、 当 事 者 意 識 を 持

た せ る こ と に よ っ て 地 域 の 自 然 や 環 境 に 興 味 を も っ て

学 習 を 進 める た め の 工 夫 が 見 られ る 。  

(2)  生 徒 の 確 実 な 基 礎・基 本 の 定着 の た め に 、基本的事項

の理解を図るための「 な る ほ ど 」を 設 定 し 、基 本 的 事 項 を

も と に 自 ら 解 決 す る こ と で 習 熟 が 図 ら れ る よ う に 工 夫

さ れ て い る。  

 


